
教家本月清集における朱墨点について

1。 教家本諸本 の朱墨点について

教家本月清集には定家本月清集にみ られない朱墨点ならびに勝負付が記さ

れている。この朱墨点は教家本諸本奥書に,

此合点者前大僧正釈阿入道両人之点也。不可有他見敦。

権大納言藤原御判

と教家の識語のあるもので,教家本の最も大きな特色をなすものである。す

なわち,定家本が,良経の手許にとどめおいた草稿本であるのに対し,教家本
1)

は良経が俊成・慈円に合点を乞うた整理本で,そ の時期は教家本成立の下限

である元久元年11月 11日 以降,俊成の加点については,俊成は同年11月 25日
2)

発病,重態となり,同 30日 に莞 じているので,加点は24日 以前となる。慈円

の加点の時期は不明であるが,俊成加点の蓋然性のある時日が短いことか ら,

俊成加点以前とは考えにくく,俊成加点の後間もなくとみてよいであろう。

ところで朱点が俊成,墨点が慈円の合点であることは, 日大図書館本 (旧大

島本・伝常縁筆・室町期写)奥書に,

墓点百五十一首 半竪増 前大僧正慈鎮

朱点三百六十三首 柴
内左

響釈阿入道

とあり, 東大研究室本 (江戸最初期写)お よび刈谷図書館村上忠順書入本

1。 拙稿「秋篠月清集考」(甲 南女子大学紀要第 6号)「高陽院初度御会のこと」 (甲

南国文第19号 )参照。

2. 「秋篠月清集の成立年代」(国語と国文学,昭 15.2)
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(板本)に

或本云,墨則吉水僧正慈鎮和尚,朱則五条三品入道釈阿之点也。

とあり,こ のことはそれぞれの合点歌の傾向を見ても首肯できるところで,

われわれは教家本月清集朱墨点によって晩年の俊成 (91才 )お よび慈円 (50

才)の良経歌に対する評価を知 り得るという興味ある意義を朱墨点にもつわ

けである。

ところで朱墨点は教家本諸本間にかなり異同があり,前記 日大図書館本の

朱墨点数註記もにわかに信じがたい面をもっている。朱墨点をもつ月清集諸

本は現在幅目するところ,次の13本である。

一帖

二冊

二冊

二冊

二冊

二冊

二冊

8.書 陵部御所本 (六家集十七冊の内)江戸期写  一冊

1.日 大図書館本 (伝常縁筆)室町写 /

2。 架蔵本 (明応二年奥書本)

3。 書陵部桂宮本 (智仁親王筆)

4.神 宮文庫 (六家集本)江戸初写

5。 島原・松平文庫   江戸期写

6。 蓬左文庫本

7。 太山寺本

江戸初写

室町後期写

9.刈 谷図書館村上忠順書入本 (六家集板本)

10。 東大研究室本 (下のみの零本)江戸初写

11。 書陵部東山文庫旧蔵本

12。 天理図書館本 (六家集本)

13。 京大図書館本 (六家集本) 江戸初写

このうち10以下は所謂定家本との校合本であって系統をやや異にするが,

これ ら諸本の系統の大体をみるために各本の奥書を検討すると,

1。 日大図書館本

A綺〕 本云承久三年十一月廿六 日書写了。

此合点者前大僧正釈阿入道両人之点也。不可有他見敦。

権大納言藤原 御判

室町期写

江戸初写

二冊

一冊

一冊

一冊

一冊
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い)春 部 勝 七 首 負一首 持四首

夏 部 勝 ノ` 首 負一首 持四首

秋 部 勝 廿 首 負九首 持七首

冬 部 勝 十 首 負八首 持八首

恋 部 勝十六首 負五首 持四首

雑 部 勝十四首 負二首 持五首

旅 部 勝 十 首 負五首 持二首

神祇部 勝 一 首 負一首 持六首

己上

勝九十三首 負三十二首 持四十五首

B 安貞二年十一月廿 日以宮内卿 径學 自筆本書写早。合点之長短取寸法合移

早。

C   以件本重書写之

文永五年十二月十八日

一校了

Dい)応永十六年臓下一 日以冷泉中納言為ヂ卿本書写早。

隠士得清

い)墨点百五十一首  卑堅嗜 前大僧正慈鎮

朱点三百六十三首 共
内左

響釈阿入道

E 本云応永廿七年臓月朔 日

年少之筆跡雖有其釈,為銭別之献之所也。

千松末葉一花余芳

正 徹 判

2。 架 蔵 本

この本には上冊奥の百首歌勝負数注記の後に他本にない「応永十六年臓月

十四日以冷泉中納言為ヂ卿本書写了」の奥書がある。下冊奥にA仁 )b)。 B・

CODい |あ り。ただしAい )に「本云」なく「前之大僧正」とあり,ま た「不

可有他見」とあって「敦」はない。Aい)に ついては日大本では雑部・旅部の
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順であるが, これは    旅部 勝十四首 負二首 持五首

雑部 勝 十 首 負五首 持二首

となっている。これは実際の部立および勝負付か らみて架蔵本の方が正しく,

日大図書籠本の誤 りである。 Bについては「 否學」の「任了」なく,Cの末

の「一校了」なし。D(a)に ついては「隠士得清」を欠き,D(b)Eな く,かわ

りに,

文安三年八月十二 日書写之。

秋篠末葉 判

一条殿御息三宝院新門主

教賢僧正御房事也。

とあり,次に「住吉社参篭之時法楽百首詠歌」を載せ,末 に

明応二年七月廿二 日写之。

とある。すなわち, 日大図書館本が冷泉為ヂ本を書写した隠士得清を経て正

徹に伝わった本の転写本であるのに対 し,こ れは隠士得清本を醍醐寺三宝院

門跡教賢僧正が筆写した本の転写本である。

3。 書陵部桂宮本

A{a)(Ы BCD(a)あ り。 Ab)の旅部 ・雑部の順は架蔵本に同じ。 Bも「任

了」なし。ただしCに は「一校了」とある。D(a)の 次に

文安三季八月十二 日書写了。

秋篠末葉御判

とあり,次に

いゑの風ふかぬもうれし中々に

さらはこと葉のはなやのこると

の歌一首があり,次に

申出普門院殿教御自筆書写了。於正本者至極荻, 可秘之6点長短取寸付

、   」之1。

康正三季二月十五 日

次に
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此集以右之奥書之本令写之丼加す校者也。: :

幽斎史玄旨判

一校了

とある。すなわち架蔵本と同系統本で,さ らに普門院・細川藤孝を経た転写

本であるの普門院については松自武夫氏が嘗て九条満教の子九条政忠を当て
3)

ていられ,それでよいと思われるが,「教」と注記があるのがあたらなく,

なお後考に侯ちたい。この本は下巻末尾に他本にない

前大僧正慈鎮天台座主に成て勧学講といふことをこしておこなひ侍ける

をき てゝつかはじける

続後みかくなる玉の光のかひあらは君かみ山の道はくもらし

の一首を続後撰集によって記 している。

4.神 宮文庫本

桂宮本の写しで,奥書同じ。

5。 島原・松平文庫本

桂宮本系統で奥書同じ。ただしA(a)の 「本云」なし。内題および本文は定

家本によって校合を加えた跡がある。

6.蓬左文庫本

A(a){JBあ り。ただしCA(Jの勝負数のうち雑部を欠 く。旅部の勝負数は

架蔵本に同じ。次に本文に脱落した「春のはじめに」の四首を書き,次 に

此月清集 上下二冊一覧之処,雖不古物殊勝也。働加奥書返遣之畢。

安永五年二月十一日

太宰権帥藤 花轟

とある。太宰権帥は正三位藤原公麗で明和 3年太宰権帥となり,安永 5年 8

月19日 に辞任している。朱墨点は上冊のみに付す。

7。 大山寺本

この本は集組織が他本と異なり,上冊に部類歌を収め,下冊に百首歌五十

首歌を収める。ためにA(aヽが三分され,上冊奥に架蔵本と同じAい)の 勝負数

3. 「秋篠月清集成立年代致」(国語と国文学 昭10。 12)
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を記し,神祇部と勝負合計数記との間に「権大納言藤原 御判」 と記し,次に

奉寄進大山寺御本尊

為明石四郎左衛門尉妻女善室昌慶禅定尼

即身成仏
天文第八要十一月二 日命日     施主長行 花押

と寄進書が別筆で記 されている。下冊は他本の上奥にある百首歌の勝負数を

記 した後 ,

本云

承久三年十一月廿六 日書写畢。此合点者座僧正釈阿入道両人之点也。1不

可有他見敦。

と記し,次に「又云」としてB,次に「又云」 として D(」 がくる。 ただし

「隠士得清」を欠 く。次に

右一本者写本依有不審,重而借他本,令校合加朱墨両点,添勝負二字,

写奥書等者也。然者尤可為証本者敦。

とあって次に上冊と同じ寄進書が記されている。これによると,大山寺本が

書写した本は朱墨点・勝負付を欠いた本で,奥書もなかったものであり,本

文か らみて定家本の混入した本文であったと思われる。朱墨点は下冊のみに

ついている。

8。 書陵部御所本

奥書はAい )の み。ただし上末の百首歌の勝負数注記は記している。朱墨点

は墨点のみを記す。

9.刈 谷図書館・村上忠順書入本

添紙一枚に

右以朱書入分,以榎本氏写本校考者也。此以下奥書在古本。

とあって次にA(a)が あり,次に

或本云

墨則吉水僧正慈鎮和尚之点,朱則五条三品入道釈阿之点也。

次いでBCD{a〕があり,次に

文明六年十月十八日終書写之功了。件之本不審多之。只信本而己。
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承久三年十一月廿六 日書写之一一。

秋篠之姓月清之名,除書之中有此姓名,吟草之端仮為題目,以花月百首

置巻頭,分上下三帖為全部。墨則吉水僧正慈鎮和尚之点,朱則五条三品

入道釈阿之点也。不他見荻。

権大納言藤原 御判

第十三世末葉・陶化隠士書判有

此―行霊元天皇震筆

以九条家本 植通公筆写之遂一校了

嘉永四年辛亥六月四日,以伴資芳書入本書写一校終。

村上承卿忠順

やや錯雑 した奥書であるが,九条家本の写で伴資芳の書入のある榎本本によ

って板本と校合 し,朱墨点・勝負付を施しているのである。

以上朱墨点をもつ教家本系統諸本の奥書の状況であるが,こ れによってみ

ると蓬左文庫本・太山寺本・書陵部御所本を除き,いずれもABCD(a)の奥

書を有する。つまり冷泉為ヂ本を書写した隠士得清本からの転写本の伝本で

あり,従って現存教家本諸本の大体は得清本以後の書写の異同であるといっ

てさしつかえない。教家本系としては上記諸本の外に朱墨点を記さぬ河野記

念館本 (室町期写)三帖がある。これは奥書にA(a)が ぁり,次に百首歌五十

首歌の勝負数注記が入り,次にAい)BCが あり,次いで

本云

右此本者冷泉黄門之御本也。卒余申出之令書写丼校合早。尤可為証本哉。

応永十七年六月十四日

散位範政

重和歌所本申出之令校合了。尤可得証本哉

応永十七年霜月十八 日

民部大輔

とあって,こ れは今川範政が冷泉黄門すなわち冷泉為ヂ (為ヂは応永 9年 3

月28日 権中納言となり,応永22年 3月 28月 に権大納言になる。)の本を写さし
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め,和歌所本と校合させた本の転写本で,他の教家本諸本と異なり,得清を

経ないで為ヂ本から直接書写している点貴重である。ただし朱墨点なく勝負

付のみを書 く。

校合本について以下簡単に記すと,

10。 東大研究室本

内容は下冊部類歌のみの「式部史生秋篠月清集上下」とあるが,外題には

零本である。奥書に

定家卿正筆本ノ奥書也。
校本奥書也。

是御平生之時所被注置之本也。夢後書留之。粗一見了。御本恋返上之間,

不見中書之草字,誤無極不暗覚事不能直付。

安貞二年五月二 日

とあって,次にA(a)(b)が あり,次 に

御本ノ

右上下三冊以定家卿之書写本鰻霧透,令校合了)年来不審之処 く難決之処 ,

忽処証本喜懐也。

干時文明第九暦葵賓上滑記之

或本云  墨則吉水僧正慈鎮和尚之点 ,

朱則五条三品入道釈阿之点也。

とある。教家本系の本文を定家本によって校合 したものである。

11。 書陵部東山文庫旧蔵本

東大研究室本より書写は古い室町期写本であるが,東大研究室本系統の本

で校合に取捨を加え,校本化を目指 している。奥書はない。六家集板本はこ

の系統本である。

12.天理図書館本

次に百首愚,(四季部)が最初にあり,,部類部の上集組織が他本と異なり,

草 (百首歌五十首歌)があり,次 に部類部の下 (祝部より釈教部に至る)が

来る。奥書に「本云」として定家本奥書を書き,次に教家本奥書 A(a)を 記す。

朱墨点は他本に比して少い。
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13。 京大図書館本

天理図書館本と同系統本である。天理図書館本に比して本文に欠歌があり,

朱墨点もやや少い。

以上必要な範囲で朱墨点を有する月清集諸本の奥書を中心にその系統を述

べてきたが,次に各本の朱墨点の状況を掲げると次表のごとくである。ただ

し東大研究室本は零本であるか らこれを除外した。同本は朱墨点に関しては

書陵部東山文庫旧蔵本と異同はない。 (本文奥の第 1表参照)

この表にみ られるように,朱墨点は諸本間にかなりの異同がある。ここで

最も重要なのは日大図書館本と秋篠末葉すなわち教賢僧正本系の架蔵本・桂

宮本・神宮文庫本・松平文庫本との異同である。まず秋篠末葉本系四本の相

互の誤写 0脱落を指摘し,それを整理することによって秋篠末葉本の朱墨点

を想定し,他本との比較を進めることにする。 (以下番号は第一表の歌番号

を示し,各本は最初の文字,例えば桂宮本―桂で表示する。)

(J 誤写とみ られるもの

桂宮本と神宮文庫本および松平文庫本との間には同系統本としての書承関

係があり,桂宮本の誤記・脱落は 102例 を除き,殆 どそのまま伝えられて

いる。従 って例えば77「ひとりぬる」の神宮文庫本の朱点は初旬のよく似た

82「ひとりねの」の朱点の誤記であり, 105「 もしほや く」の同本朱点は隣

接歌 104「みよし野の」 の朱点の誤記と考えられる。また架蔵本では朱墨の

間に誤記があり,例えば18「けふこすは」では朱点二本を書き入れているが,

これは朱墨点の誤記と思われる。誤記認定の結果を示すと次のようになる。

18架 (朱二重点)→朱墨・77神→82(注に「此点ナシ」)・ 88(架り→920105神

→1040335松 (朱墨)→336・ 345架 (朱 )→墨 0388松 (朱・墨左右点)→3870

581架 (墨 )→朱・591松 (朱墨)→除去・610架 (朱 )→墨・647架 (朱)→墨・654

神 (墨 )→652(朱 )(注に「此テンナシ」)0717架 (朱 )→墨 0883松 (墨 )→除去

01003神 →除去 01018松 (墨)→除去 (後鳥羽院御製)01144架 (墨 )→朱・

1281松 (朱墨)→128201291桂 ・神・松(朱墨)→129001362松→136301468

架 (墨)→朱 01470神 →除去・1563架 ・桂・松 (慈 円の歌)→1564
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上記に多少の説明を加えると,

■290  旅泊千鳥

をのれたにこととひこなんさよ千鳥すまのう

■291  覇中晩嵐

イ物や思ふと

きねにやとり佗ぬる

嵐ふき露のかこともかすそひては山のおくにやとり佗ぬる

前者は日大本・架蔵本 0東山文庫旧蔵本に朱墨点,御所本に墨点がついてお

り,後者は桂宮本・神宮本・松平本に朱墨点がついている。ちなみに1290の

第 5句 は 貯 とりわひぬるK架・桂・神・御 眸 とり
を
霧
思ふとイ

.東師膚ザ稚

ぬ る」(松)定家本「ものやおもふと」とあり,ま た1291の第 4句「は山のお

くに」(架・桂・神・御),「 おくに」(東・松),定家本 「すそに」 でいずれも

教家本のあやまりである。これは両歌とも正治二年冬左大臣家冬十首歌合の

歌であるが,前歌の方が旅泊の心細さが微細に表現されて抒情性に優れてい

る。勝負付は日・東・刈・太に持とあり,(た だし御は勝)玉葉集に入れ ら

れ,1291は 諸本負となっている。桂宮本の誤写とすべきである。1563「 山さ

とに」は架・桂・松に朱点がついているが慈円の歌である。神はそれに気づ

いてか朱点をつけていない。これは次の1564の 日・刈 0東の朱点が正しく,

秋篠末葉本の誤 りとすべきである。

上記の外,架蔵本 4220739・ 1130に は朱点とともに墨点が付けられてい

る。これは教家本諸本のうち他本にみ られず,墨点が付けられていたか,誤

記かにわかに決定しがたい。また,桂宮本1000に朱点が付けられており,こ

れも他本になく,歌の内容か らみても朱点の存在を決定 しがたい。この四首

の合点はしばらく存疑として扱いたい。

(2)脱落とみられるもの

25(架 )043(桂・神・松)50墨 (松)054墨 (松 )・ 82(架 )・ 219(ネ申・松)。 228

(桂・神・松)・ 240(神 )・ 244墨 (桂・神 0松)0298(桂 ・神・松)・ 324朱墨

(架 )・ 333朱墨 (架)0344(桂 ・神・松)・ 346(桂・神・松)・ 347(桂 0神 ・

松)0352(桂 ・神・松)0398墨 (架 )・ 508(桂・神・松)・ 509(桂・神・松)

・526(神 )0532(神 )0536(架)0544(神 )墨 (桂・神・松)0546墨 (桂・神・
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松)・ 555墨 (神 )0566墨 (桂・神・松)0583(架 )・ 599(架 )・ 636(松 )・ 647

墨 (桂・神・松)・ 655墨 (架 )・ 662(神 )0714墨 (松)0717墨 (松 )・ 720(神 )

・762墨 (神 )・ 801墨 (架 )・ 808墨 (桂・神・松)0820墨 (神 )0826(神 )・ 836

墨 (桂・神・松)0845(桂 ・神・松)0889墨 (桂・松)0908(神 )・ 909(神 )・

917墨 (架 )・ 918墨 (桂・神・松)0920(神 )0955(桂 )。 959墨 (架 )。 985(桂

・神 0松)01130朱 左右点 (神・松)・ 1161(架 )01180(架 )。 1325(架 )01340

朱墨 (桂・神・松)01448(桂 ・ 神・松)01453朱 墨 (架・松)・ 1510(架 )・

1511(架 )01521(架 )01540(松 )01548墨 (架)01549墨 (架 )・ 1564(神 )

上記の外,架蔵本は朱墨左右点の左合点はすべて付けていないので,朱左

合点をもつ 926097701130014080148801595および墨左合点をもつ 298

03150356・ 378・ 387・ 4030720075209260964・ 1408・  148801595は

脱落ということになる。

以上秋篠末葉本系四本の朱墨点の異同を整理することによって秋篠末葉本

の朱墨点の所在を想定し得るのであるが,こ れを日大図書館本朱墨点と比較

すると問題点は次のようになる。

(ll 秋篠末葉本系に朱墨点があって日大図書館本にない歌13首

256す をこふる心よいかにつはくらめかへる野中の秋のゆふ暮 t桑・桂・神

・松・刈 0東・蓬・太)

609谷河のいはねかたしくあをやきのうちたれ髪をあらふ白なみ (架・桂・

神・松・刈 0東・蓬 0太
)

610花にゝぬ身のうき雲のいかなれや 春をはよそにみよしの ゝ山 (墨)(架

休)・ 桂・神・松・XJ・ 東・蓬・太)

612山 ふかみ花より花にうつりきて雲のあなたの雲を見る哉 (架・桂・神・

松・刈・東・蓬 0太
)

616心あてになかめし山のさくら花 うつろふまゝにのこるしら雲 (架・桂・

神・松・刈・東・蓬 0太
)

655ひ さかたの月をみや人た黎茫めi百啓ぷゼЪttΥ奨をきけむ(墨)(桂・神

・松・刈・東・蓬・太 )



660あ り明の月よびフyЬ秋くれて猛箭爵楚な選3■プft桑 。桂。ネ申
0松・XJ・ 東・蓬・太 )

そイ (諸本の)(く れぬる桂,神,松 )

754こ と しみ るわか もとゆひのはつ霜 にみそちあま りの秋 のふ けぬる (桂・

神・松 0東・蓬・太 (朱墨))
(定本に)

917た つねきてこゝには夏もあらし山こかくれてこそ秋はありけれ(墨)(桂

・神・松・東 )

962み 山いて 花ゝのか みゝとなる月はこのま分るやくもる成 らん (架・桂 0

神・松・刈・東・蓬・太)

1102たかせ舟さほもとりあへすあくる夜にさきたつ月の跡のしら波 (架・桂

・神・松・東)

1103む ら雨のあとこそみえね山のせみなけともいまたもみちせぬ比 (架・桂

0神 ・松・東)

1343なかめやるとを里をのはほのかにて霞にのこる松のかせかな(朱墨)(架

・桂・神・松 0東
)

(2)日 大図書館本に朱墨点があり,秋篠末葉本系にない歌 2首

353谷ふかみはるかに人をきくの露ふれぬたもとになにしほるらん (日 ・刈

・蓬・太)

981や ま人の衣なるらし白妙の月にさらせるぬのひきの滝 (日 )

(1)に ついてみると,西洞隠士百首の歌が多い。この百首は既に久保田淳氏が
4)

指摘されたごとく建久 7年11月 25日 政変以後,正治初年までの詠で良経篭居

中の極めて述懐性の濃い百首である。 610の 歌はかかる我が身の沈洒を嘆い

た歌であってこのような述懐歌を俊成がとるわけもなく,慈円がかつての一

門の逆境時代を想起し加点を加えたものであると思われる。その点架蔵本の

朱点は当然墨点のあやまりである。慈円はこの百首歌か ら

647秋かせのむ らさきくたく草む らにときうしなへる袖そつゆけき(墨 )(日

・架(朱 )・ 蓬 )

をとっているのも同様の意識からで (こ の場合も架蔵本朱点は墨点のあやま

4。  「新儀非拠達磨歌の時代読考」(和歌文学研究第20号 )
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り)こ の歌が慈円によって加点されたであろうことは確かと思われる。1343

は文治六年女御入内御屏風歌の一首であるが,後年の秀歌

雲はみなはらひはてたる秋風を松にのこして月をみるかな

の発想の原型が感じられ,幼 くすなおな歌であるが,俊成・慈円が合点を加

えた可能性がある。1103はやや疑点が残るが,伝本上秋篠末葉本には確かに

朱点が施されていた筈であり, 他歌 はいずれも合点の 蓋然性のある歌であ

る。

12)に ついて 353は合点歌として疑点はなく,秋篠末葉本の脱落とみてよい。

981は 平明な歌で果して俊成の合点歌としての可能性があるか否か, やや疑

間を感じる歌である。もし俊成合点歌とすれば晩年の俊成の好尚を 卜させる

ものがあるが,今は存疑として一応加点の扱いにしておきたい。

日大本・秋篠末葉系本以外の諸本について略記すると,誤記と思われるも

のに,

243蓬 (朱墨)→ 244・ 297蓬 (墨左右点)→2980385京 →3840418蓬 ・太→419

・545蓬 (朱墨)→ 546・ 582太 →5830744東 (朱墨)→ 743・ 1009東 (朱墨)→

101001094東→1093・ 1111刈 (朱墨)→1112・ 1178刈 (朱墨)→1179

があり,ま た上記二系統以外にあらわれる朱墨点として

385京 0422刈 (墨・ ただし架にあり)・ 445天 (墨 )・ 545太 (朱墨)・ 638太

(墨 )・ 704太 0719太 (墨 )・ 727刈 0754太 (墨 )・ 780刈 ・太 (朱墨左右点)御

(墨左右点)・ 806天 ・京・816太・897太 (墨 )・ 987刈 ・太 (朱墨)御 (墨 )・

990太 (墨 )。 995御 (墨 )01003刈 (た だし神にもあり)01125東 (墨 )

等があるが,現在のところ朱墨点所在の根拠は稀薄である。例えば

780い はさりきいまこんまての空の雲月 日へたて もゝのおもへとは

の歌は正治初度百首の歌で新古今集巻十四恋四の入集歌である。太山寺本・

刈谷本に朱墨左右点・御所本に墨左右点が付されているが,あ るいは後人が

入集歌に気づいて朱墨左右点を付 したとも考えられる。この歌が俊成 6首慈

円13首の左右点を入れる歌とは思えない。ただ良経の新古今入集歌79首中,

朱ないし墨点をもたぬ歌はこの歌の外,新古今集巻八哀傷部に入集した
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定家朝臣か母の中陰二月尽にあたれりけるにつかはじける

1574 春霞かすみし空のなこりさへけふをかきりのわかれ成けり

一首である。俊成の朱点がないのは歌の優劣とは関わりなく定家の母つまり

自分の妻への哀悼歌であるか らと思われる。とすれば 780の 歌は問題となる

わけであるが, この歌は所謂新古今構想歌として待恋の女性の心理を極度に

凝縮した表現によって表わそうとした歌で, この歌に合点を加えなかったと

ころに俊成晩年の好尚をみるべきであろう。

以上の朱墨点の検討によって, 日本図書館本奥書の朱墨点注記

墨点百五十一首 半瞥嗜 前大僧正慈鎮

朱点三百六十三首 柴
内左

響釈阿入道

の歌数は訂正されねばならぬ。この注記は誰によって記されたかというに,

奥書の注記の位置か らみて,為ヂ卿本を書写 した隠士得清があげられるが,

仮りに得清とした場合,同 じ得清本を書写した秋篠末葉本に記されないのは

不 自然であり, しかもこの注記は日大本のみにみられるものである。とすれ

ば,得清より後,正徹に至る間に朱墨点数が注記されたと考えるのが順当で

あろう。この段階で朱墨点はかなり正確に数えられ (日 大本朱点実数365(内

左右点 6),墨点実数151(内 左右点13)で誤差は朱点 2首にすぎない。第二

表参照)注記されたと思われる。ところがこの段階で既に脱落した朱墨点が

あったわけで,多少の存疑はあるが,

朱点  375首 (内左右点 6首 )

墨点  155首 (内左右点13首 )

ということになる。

2。 朱 墨 点 の 意 義

元久元年11月 といえば,こ れより3年前建仁元年11月 に勅撰集撰進の院宣

が下り,そ の後 1年半許りを経て各撰者達は撰歌を奏覧し,こ の年7月 より

撰歌部類の始まった時期である。良経が月清集を編んだのはほぼこれと並行
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した時期で内部徴象か らみて元久元年 8月 15日 以後 11月 10日 以前で 思われ

る。恐 らく良経は新古今集編纂に刺戟されておのが家集を編むことを思い立

ったと考えてよいであろう。 そして 「三品禅門者 当世之貴老, 我道之師匠

也」 (建久九年後京極殿御自歌合抜文)と 終生師事 した俊成に11月 11日 以降11

月24日 までの間に合点を乞うたわけであるが,一方俊成は前年11月 23日 和歌

所で九十賀を賜 り,歌壇の長老として静かに撰集の推移を見守っていた時期

である。月清集合点はかかる俊成最晩年の良経歌に対する評価を示すもので

あり,当然なが らそこに俊成晩年の好尚を投影 したものであらた。俊成の朱

点 375首は月清集全歌数1573首 に対 して23.7%で 慈円の墨点155首 (約10%)

に比して極めて高率である。もちろんそこに両者の立場の相違があり,俊成

0良経の師弟関係は極めて濃厚であるとはいえ,俊成にとって主家九条家当

主摂政としての良経に対する配慮もあったと思われる。これに対 して慈円の

合点は甥良経に対するものとしてより自由な立場にあったことはいうまでも

ない。両者の評価の傾向を概観するに都合のよい百首歌五十首歌の合点数で

まとめてみると次のようになる。

(第二表)

俊 成 慈 丹

合点数
 | 合点数

|

比

花 月 百 首

二 夜 百 首

十 題 百 首

歌 合 百 首

治 承 題 百 首

南海 漁父百 首

西洞隠士百 首

院 初 度 百 首

院第三度 百 首

老若歌合五十首

句 題 五 十 首

14

7

19

33

24

26

19

31

39

19

21

6

3

7

14

10

10

7

12

16

7

8

I 
Ю 0

4

1

7

27

8

10

4

20

18

6

9

1114

3

1

6

24

7

9

3

18

16

5

8
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上記の表で慈円の六百番歌合歌に対する評価が異常に高いこと (左右点 4

首が歌合百首にあり,こ れを勘案すれば慈円の六百番歌合に対する評価は極

めて高い。)を除けば両者の合点数比は極めてよく似ている。建久期の速吟の

二夜百首は両者共に少 く,沈倫期の特異な述懐的傾向をもつ西洞隠士百首は

やや少 く,慈円にその傾向が一層顕著にあらわれている。さらに老若歌合五

十首および句題五十首の比を修正すれば,建久期と正治・建仁期との間に一

線を劃することができる。つまり建久期から正治・建仁期への良経の作風の

展開を両者共に評価しているわけである。

俊成の撰歌の傾向を具体的にみるために俊成の歌合判と合点との関係をみ

ておきたい。花月百首は建久元年 9月 14日 に披講されたが,そ の撰歌合が同

22日 に催され俊成が判 じている。各十首を合わせたと思われる撰歌合そのも

のは散供したが,俊成の撰歌合資料の草稿とみられる紙背文書が嘗て荻野三

七彦氏によって紹介された∫
)そ

れによると良経の歌は花12首 ,月 18首 がぬき

だされているが,(草稿には合点や符号がつけられている。)合点と比べると

花の合点歌, 8首 中 6首が一致し,月 歌では 8首中 3首 が一致する。紙背文

書の撰歌では花歌で

(81 さらに又ふもとの浪もかをりけり花のかおろすしかの山風 (歌頭に○印)

(本文および注記は紙背書による。ただし歌番号は古典文庫歌番号)

儡J 花さかりよしの みゝねやゆきのやまのりもとめしにみちはかはれと (歌

頭に○印)

に鋤 ちる花をなはしろ水にさそひきて山たのかはつこゑかほるなり (歌頭に

□印)

などのような華やかな共感覚的表現をもつ新風歌に俊成は特に心をとめてい

るようであるが, こういう歌は合点歌にはなく,逆 に撰歌にとられなかった

9 秋は又しかのねつけしたかさこのおのへのほとにさくら一む ら

13 たちよれはみはしの桜さかりなりいくよの春のみゆきなるらん

5。  「藤原俊成本春記並にその紙背文書の研究」(史学雑誌,昭 14。 2)「俊成本春記そ

の後の発見」(歴史地理,昭 15.1)
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25 あはれなる花の木かけの旅ねかなみねのかすみのころもかさねて

41 雲とみしみ山の花はちりにけりよし野の滝のすゑの白なみ

43 山おろしの谷に桜をさそひきてなをいはた ゝく雪のした水

のような優美な歌に合点をつけている。この傾向は月歌でさらに顕著である。

6励 しかもわひむしもうらむるところとてつゆけきの貿鷲57Ъ Υ碗 2三 k審

点を付す)

69 雲きゆる千里のほかに空さえて月よりうつむ秋のしらゆき

鮨0 きよみかたはるかにおきのそらはれてなみより月のさえのほるかな (合

点を付す)

60 むしあけのせとのしほちのあけかたになみの月かけとほさかるなり (合

点○印を付す)

0鋤  よこくものあらしにまよふ山のはにかけさたまらぬしの めゝの月 (合点

を付す)

のような歌はとられず,撰歌にとられないで合点を付けた歌では

76 おく山にうき世はなれてすむ人のこ ろゝしらる 夜ゝ半の月かな

82 ひとりねの夜さむになれる月みれはときしもあれや衣うつこゑ

92 うき世いとふ心のやみのしるへかなわか思ふかたにあり明の月

といったさなが ら千載歌風を思わせるような述懐的抒情性の強い歌なのであ

る。もとより新古今新風を育成し,歌壇の指導者として新古今歌風形成期を

歩みつづけてきたこの老巨匠が新古今歌風の特質を評価 し,その審美眼をも

っていたことは勿論であって,月 清集俊成合点が千載集的美意識で貫かれた

というのでは勿論ない。それは前述のごとく新古今集撰集途上において良経

の新古今入集歌79首中77首に合点が加えられていることによっても明 らかで

ある。例えば,六百番歌合の

寄風恋 17番 左     i

370いつも聞くものとや人の思ふ らむ来ぬ夕暮の松風の声

について六百番歌合判詞では「来ぬ夕暮,何の来ぬとも聞えずや,秋風の声

もこと新 しくや。右の庭の松風よろしく聞ゆ。勝とすべし。」としてこの歌を
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負にしている。新風の構想歌としての凝縮した新奇な表現に難をつけている

わけであるが, 5年後の後京極 自歌合ではこの歌を評して「此つかひ又心の

花にといひ, 物とや 人のなといへる心, をのをのえむにして 勝負又難分。」

(69番 判詞)と 述べて六百番歌合判での批難を撤回し,月 清集においても合

点を加えているのである。

建久九年後京極自歌合は良経がそれまでの自歌から二百首を選び百番に結

番して俊成に判を乞うた,云わば良経による自歌の建久期の総決算ともいう

べき自歌合で,当 然ながらこの自歌合歌で合点歌となった歌が多く, 200首

中 102首を数えるのであるが,こ の合点歌のうち12首 が自歌合の負歌で, し

かも対手の勝歌に合点が付けられていない歌がある。つまり建久 9年時点で

の俊成の評価と元久元年での評価が逆になっているのである。一応検討の必

要があると思われるので次にそれを掲げる。 (自 歌合は類従本によるが,不

審のところもあるので神宮文庫本「百番歌合」で校異を示 し,合点歌には歌

頭に○をつけて示す。)

1  七番左 %の歌よみける中に
九重に花の盛になりぬれは雲そくもゐのしるしなりける

右 春の歌よみける中に

○久
                  隻巻覧夢ず肇ξ忌8基。

(神・勝)

2  十九番左 郭公

うちもねす待よ更行ほとときす軒にかたふ く月に鳴なり

右 同

○橘

見1:量 i[[辱 fi「」lili曇 讐ζ燎:『魯税
)左

の軒にかたふ

く月に鳴らぎ降lhも亀ち鰐なゃ侍らん。
3  汁番左 鶉

○独ふす芦の丸屋の下つゆに床をならへてうつ らなくなり
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(神・ 勝)

右 同

秋ならはとはかりみまし我宿のまかきの野へは鶉ふすまて
(神・を)

左の歌,床をならへて鳴らん鶉まことに歌さまおかしく侍り。右のうた

籠の野辺はうつらふすまてと侍は,すへてか くは人申かたく見え侍れは,

尚縦 群義
へくや侍らが

4  丹二番左 秋のうたよみける中に

闇き夜の窓うつ雨にをとろけは軒端のまつに秋風そふ く

右 野分

○きのふまてよもきにとちし柴の戸も野分にはる 岡ゝのへの里
(神・ 雨の夜右の)                     (神 。身に しみ)

左の秋のうた雨に野分のあした,又ともにおかしくのみきこえ侍れは分
(神 0ナ ン)

かたく侍れと,猶軒端の松に秋風そ吹といへる末の句ことにまされると

可申哉。
(神・勝 )

5  汁四番左同 (月 の歌あまたよみける中に)

雲きゆる千里の外に空さむ く月よりうつむあきのしら雲 
雲・露イ)

右 秋田

○山遠き門田の末は霧はれてほなみにしつむ有明のつき
(神 0に

)

此番も山遠き門田の末はなといへるわたりも心詞いみしくおかしくは侍
(神・ まさる と侍 にや )

を,又月よりうつむと侍るすかた心,猶勝へ くやと見え侍る也。

6  四十番左 女御入内月次屏風に相坂関の駒迎書たるところ

○あつまよりけふ相坂のせきTえて都にいつる望月のこま
(神 0勝 )

右 同屏風に仙家に菊咲たる所

君か代に匂ふ山路のしらきくはいくたひ露のぬれてほす らむ

左の歌都に出ると侍末の句なといみしくおかし侍るを初の五文字や,

すこし性にや聞ゆらんと覚え侍るを,暑のうたいくたひ露のと侍る心限
(神・ ナン)            (神 ・ 右のまさるへきにや )

なく,祝の心の上に艶にも聞え侍れは右可勝や侍 らむ。

7  四十一番左 月の歌よみける中に

○村雲のしくれてす くる梢より嵐にはる やゝまのはのつき
(神 0勝 )(神・ オン       )
右 秋のうた読ける中に
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はイ (料「)

見る月の山よりやまにうつりきぬねぬ夜のはての暁のそら
(神・歌 ) (神・ ナン)

左のあらしにはる 山ゝの端の月,人 もあくかる 様ゝに覚え侍るを,又
(神 のみは) (神 ・ 事にや )

右のねぬ夜のはての暁のそら,すかた心いかにかくのことく侍るにか,

右の歌猶むねにあまる心貴  (神
・り)

Lし侍る。

8 四十五番左 初冬の心を

○月やとす露のよすかにあきくれて憑めし庭はかれ野成けり
(神・ 勝)

右 (神・ 枯野 )

見し秋をなに 残ゝさん草の原ひとつにかはる野辺のけしきに

露のよすかに秋 くれてと侍るいみしく

`(神

・ナン)

らりかたく見え侍るを,何 に残

さ む 草 の li         (神
・ ことも艶にきこゆ)     (神 ・ 心中には)(神・ まさると可申

ミらといへ るはたはり,殊に聞え侍 る。ノさ今少 しは勝 と申へ く

に侍 らん )

哉。

9  五十六番左同 (冬朝)

○しもとゆ遮、かつ らき山のいかならむ都も雪はまなくときなし
(神・勝)

右 歳暮歌よみける中に

雪つもる梢に雲はへたつれと花にちかつくみよし野の山

(神・ナン)      
ご
神
〆ふぜ:そ 侍るを花にちかつく三吉野の山,左しもとゆ」、かつらきビ

猶ことに覚え侍る。

10  六十一理
(神・勝)

野左 後朝恋

今はとて涙のうみに梶をたえおきそわつらふ今朝の舟人
(神・ ナン)

右 寄雲恋

○暁の風にわかる 横ゝ雲を起行そてのたくひとそ見る

左の涸の海,かの狭衣と申物語なんとおもひ出られて;(神

0ナ ン)

殊に艶に覚え侍。

まさるとに
(神・く)

日べきや。

11  八十四番左同 (旅のこ ろゝを)

○出しよりあれまくおもふ古郷にねやもる月を誰とみるらん
(神・ 勝 )

右同
(神・に)

忘れすは都の夢やをくるらん月は雲ゐをうつの山こえ

月は雲井をなと侍るうつの山越,猶以心ほそくや侍 らむ。
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(神・ 勝 )

12  九十二番左 月の歌あまたよみける中に

わか宿はをは捨山にすみかへて都のあとを月やもるらむ

右 古郷のこ ろゝを

`○ふる里はあさちか末になりはて 月ゝに残れる人のおもかけ

月にのこれる面影,Lゴ譲循箸λずR籍れと,左の都の跡を月やもる
(神 。なと)       (神 ・ ナン)

らんと侍るこ ろゝすみかへてとをかれて侍ること,限 りなく侍るにや。
(神・哉 )

猶勝と申侍へきにや。

1の 左歌「九重の」は前述の花月百首撰歌草稿・花12首中にも撰んだ歌で,

こ でゝも勝と判 じてその理由として「猶九重の雲のしるしはなへての山の桜

およびかたくやと覚え侍れは」と歌の優劣に関係のない判定理由を述べるの

であるが,俊成にとってはやはり「雲そくもゐのしるしなりける」という下

旬の表現のおもしろさ新しさにあったと思われる。合点ではこの歌を捨て,

右歌のなだらかな調べをもつ優美で歌柄の大きい歌をとるのである。

いったいこの自歌合判では表現の新奇さ,巧みさを高 く評価している傾向

がみられるのであって 3に おいて左の歌姿を賞美 しながらも「まかきの野辺

は鶉ふすまて」の新風表現の巧みさを「すへてかくは人申がたく見え侍」と

賞 し, 4に おいても「軒端の松に秋風そ吹 く」という表現, 5の左歌の「月

よりうつむあきのしら雲」 という新奇な 表現にささえられた 歌姿を評価す

る。 2010の例もこれに準じてよいであろう。もとより歌姿を重視した俊成

にあって,歌の姿を無視した評ではないが, しかし部分的な表現の新 しさ,

巧みさをかなり強 くおし出しているのであって,こ うした表現の新しさや巧

みさは晩年の俊成にとってそれほど重視するにあたらなかった。むしろさら

に歌全体の姿の調和と韻律をより重視するというところに合点歌の基準がお

かれ,そ こに負歌に合点歌が生じてきたのではなかったろうか。

このことは逆に自歌合判で部分的な欠陥を指摘することによぅて負歌とし

た歌に合点を付すという現象を生ぜじめた。 6の場合がそれであるが,右歌

の祝言の歌としての心深さにはや 主ヽ情的なところがみえ,左歌のがっしり

とした歌柄の大きさには及ばない。判詞では左歌に対 し,「都に出ると侍末
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の句なといみしくおかしく侍るを初の五文字や,す こι梃註常高 bら んと覚

え侍」というのであって,た しかに初旬はこの歌にとってただ詞の強さがあ

り,やや平板な感じを与えるが,歌全体の姿としては長高い調べをもち,晩

年の俊成はかかる長高い姿により強い共感をもったものと思われる。この傾

向は 9の左歌についてもいえるところである。

ところで 7の場合はやや事情を異にする。俊成は右歌に対 して「ねぬ夜の

はての暁のそらすかた心いかにか くのことく侍るにか。右の歌猶むねにあま

る心地 し侍る。」と最大級の賛辞を呈 しているが,「むねにあまる心地侍る」

とはあまりに主情的な受けとめ方である。この歌は月清集秋部の「月 くまな

かりける夜なかめあかして」と詞書 した六首中の一首で,こ の一連の月歌は

いずれも憂愁に富んだ歌である。今他の三・四首をあげると

1206 袖のうへにやとかす露のたまらすはた 雲ゝゐなる秋の夜の月

1207 物思ふわれかはあやな秋の月たつねて袖の露にすむ らん

1209 身やはうき空やはつらき秋の月いかになかめて袖ぬらす らん

1210 ことしとて秋やはかはる月かけにならはぬほとの心そひぬる

などの歌で,1206の 歌は自歌合に入れ られて,「是又両方共に心の方、かさも

姿のおかしさもおなしくはおほえ侍れ」と評されている歌である。これ らの

歌の詠歌年次は不明であるが,あ るいは建久 7年11月 25日 の政変以後篭居中

の歌であったかもしれない。とすれば,俊成はその詠歌事情を知っていて良

経の心情に温い同情をよせたことになるわけである。もっともこの自歌合に

は「ふか く身にしみて」(5028番判詞)「共に露か るゝ心地 し」(8番判詞)

「袖もしほる心地 し」(25番 )な どように 主情的受容傾向が顕著なのであっ

て,俊成の自歌合に対する態度はとりわけ主情的・心情的批評態度をもって

いたことが知 られる。月清集合点においてはか るゝ主情性や心情性からはぬ

け出て秀歌撰としての立場を貫ぬいていると思われる。

そして12の 歌において左歌の新奇な着想の歌を捨て余情の深い幻想的面影

ある構想歌をとったのは新古今歌風への一段の理解の深化であったと思われ

る。もっとも8の右歌は六百番歌合・枯野十二番左歌で,右方が「草の原聞
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きよからず」と難 じたのに対して

左,何 に残さん草の原といへる艶にこそ侍るめれ。右方人草の原難申之

条,尤 うた あゝるにや。紫式部歌よみの程よりも物書 く筆は殊勝なり。そ

の上花の宴の巻は殊に艶なるものなり。源氏見さる歌詠みは遺恨の事なり。

……左歌よろし。勝とすべし。

という有名な判詞をもつ歌なのである。この歌は目もあやな秋草の景色から

枯れ枯れとした 冬枯れにかわってゆく冬野の叙景歌ともみられる歌である

が,「見し秋を何に残さん草の原」に俊成は鋭 く源氏物語 0花の宴の朧夜月

夜の君の歌をめぐる艶な情調を感じとったのであって,こ うした物語的情調

への志向は例えば建仁二年九月十三夜水無瀬殿恋十五首歌合で院の御製

君ももしなかめやす らん旅衣朝たつ月をそらにまかへて

に対 し「左の歌,朝立つ月を空にまかへてと侍る心すかた,源氏物語花のえ

んの歌なと思ひ出られて,いみしくえんにみえ侍 り。」と評 した判詞もあり,

11行i[1曇 告[][1彙 :堰 [毛ヴ|き套羅言I【 iri己、:政31:菫 :讐 警

契 7婆11詳 した歌を捨て,左の負歌をとったのは何故か,心はそれとして

この歌のやや誇張された強い調べにあったと思われ,歌姿の調和した左歌を

選んだと考えてよいのではなかろうか。この点建久期と建仁期とでは俊成自

身の美意識にも微妙ながら変化が感じられる。それは歌姿の調和と調べのな

だらかさとをより重視する方向である。良経歌に関していえば建仁期以後の

俊成判の歌合一建仁元年 3月 29日 新宮撰歌合・同 4月 30日 鳥羽殿影供歌合・

同 8月 3日 和歌所歌合・同 8月 15夜撰歌合・建仁 2年 9月 13夜水無瀬殿恋十

五番歌合・同年頃千五百番歌合春巻三・四一には負歌の合点歌は殆どないの

であって:そ れは建仁期以後の俊成の変 らざる歌評態度があったと考えられ

る。建仁期の俊成の歌評態度については良経のみならず,歌合判全体をとり

6.相手歌が女房である場合を除き,水無瀬殿恋十五首歌合に2首の負歌がある。た

だし,74番は俊成卿女の歌が秀歌であって「愚老が面目にも侍るへし」と断って勝

としたものであるから,問題になるのは25番左の 1首のみである。

2θ
″
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上げて論証しなければならないが,後 日を期したい。ともあれ,全歌数の凡

そ 4分の 1弱にものぼる俊成の合点は抒情性の強い歌から物語的構想歌に至

る極めて範囲の広いものであるが,極端な主情性と同時に極端な物語的世界

への傾斜 (例 えば既述の新古今入集歌 780を とらなかったのはこの点からと

思われる。)を 避け,歌姿の調和と韻律を重んずるところに統一的歌評基準を

求め得るのではなかろうか。

それでは端的に良経歌に映じた俊成晩年の好尚はどうであったのか。俊成

は月清集全歌の中で六首のみに左右点を付けている。加点は合点を付け,再

度見てゆくとき両点を付すのが普通であり, この場合も例外ではなかったと

思われるが,六首という少数から最もす ぐれたと思われる歌に左右点を付 し

たと考えてよかろう。次に俊成と慈円の左右合点歌をあげる。

俊成左右朱点歌

1 雲はみなはらひはてたる秋かせを松にのこして月をみるかな (9260老

若歌合五十首・新古今秋上 )

2 ゆくすゑは空もひとつのむさし野に草の原よりいつる月かけ (9770句

題五十首・新古今秋上)

3 人すまぬ不破の関屋の板ひさしあれにしのちはた 秋ゝの風 (1130影供歌

合・関路秋風・新古今雑中)

4 かすか山都のみなみしかそ思ふきたの藤なみ春にあへとは (1408家歌合

に春祝・新古今賀)

5 わするなとちきりて出し面影はみゆらむものをふるさとの月 (1488院影

供当座に月前旅・新古今覇旅 )

6 あまの戸を ゝし明かたの雲まより神代の月の影そのこれる (1595院春 日

社歌合暁月・新古今雑上 )ヽ

慈円左右墨点歌

1 おく山にひとりうき世はさとりにきつねなき色を風にまかせて (298+

題百首・新古今釈教)

2 よし野山花のふるさと跡たえてむなしき枝に春風そふ く (315歌 合百首
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・新古今・春上)

3 いく夜われなみにしほれて貴船河袖に玉ちるもの思ふ らん (356歌 合百

首・新古今恋二)

4 いつもきく物とや人のおもふらんこぬゆふ暮の秋かせのこゑ (378歌合

百首・新古今恋四)

5 おもひかねうちぬるひまもありなまし吹たにすさめ庭の松風 (387歌合

百首・新古今恋四)

6 みよし野は山もかすみて白雪のふりにし里に春はきにけり (403治 承題

百首・新古今春上 )

7 明日よりはしかの花そのまれにたに誰かはとはむ春のふるさと (720院

初度百首・新古今・春下 )

8 きりきりすなくや霜夜のさむしろに衣かたしきひとりかもねん (752院

初度百首・新古今秋下)

9 雲はみなはらひはてたる秋かせを松にのこして月をみるかな (926老若

歌合五十首 0新古今秋上)

10 あふさかの関ふみならすかち人のわたれとぬれぬ花の白なみ (964・ 句

題五十首)                       |

11 かすか山都のみなみしかそ思ふきたの藤なみ春にあへとは (1408家歌合

に春祝・新古今賀)

12 わするなとちきりて出し面影はみゆらむものをふるさとの月 (1488院影

供当座に月前旅・新古今覇旅 )

13 あまの戸を しゝ明かたの雲まより神代の月の影そのこれる (1595院春日

社歌合暁月 0新古今雑上)

両者を比較すると慈円の左右点が建久期から元久元年に至る (建久 7首 0

正治 2首,建仁 3首,元久 1首 )良経の全歌歴か ら秀歌を撰び建久期の作品

が過半数を占めているのに対し,俊成の左右点は一門の繁栄を祈もた祝歌 1

首 (建久 5年詠)を除いてはすべて建仁以後 (建仁 4首・元久 1首 )の すな

わち良経後期あ秀歌に集中しているのであって,こ れは先にみた俊成合点歌
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数の傾向と一致し,俊成が良経後期の作風に対 して高い評価を与えていたこ

とを明確にしてくれるのである。

1はすでに初期・文治 6年女御入内御屏風の

ながめやるとを里をのはほのかにて霞にのこる松のかせかな

や建久元年花月百首の

たかさこのおのへの花に春 くれてのこりし松のまかひ行かな

と詠んだ自然詠の展開線上に拓けた,澄みきった完成を示す歌境の歌であり,

それは例えば「たかさこの」の歌について前掲 自歌合十六番で

左, 残花

よしの山花のふるさと跡たえてむなしき枝に春風そふく
(神 0勝

)

右  花の歌あまたよみける中に

高砂の尾上の花にはるくれて残りし松のまかひゆくかな
(神・ ナン)        (神 ・ の)

左の残る春,むなしき枝に春風,心ほそくも侍るを,右の残し松のまか

ひ行 らむ心,なを勝て覚え侍にや。

と評しているごとく,新古今秀歌の一となった左歌さえ,右の自然詠に対 し

て負としているのであって,俊成が 1「雲はみな」の歌を良経生涯の秀歌と

したのは当然である。 6は神韻標沙とした歌柄の大きい歌であって後期良経

の代表作たるに恥 じない。 5は構想歌的発想の歌であるが,作者の抒情に裏

づけられた余情のある歌であって俊成の好尚に叶った歌と思われるが,同時

に 10506の 歌が当時において良経後期の代表作と認められていたことは

慈円の左右点と一致することによっても明らかである。ところで 203の 歌

はやや疑間がある。 2の歌は建仁元年院句題五十首の野径月の歌題の歌で,

旅のゆくえに広がる広漠たる武蔵野の草原にのぼりくる月影を点 じ,寂 しく

心ぼそい境であるが,よ り強く絵画性を感 じさせる歌であって,代表作とす

るにはやや磨きのたりなさを感 じさせる歌である。「ひとつ」という表現は

多様なものを集約して単一化する良経好みの表現で,習作期の和歌から撰ば

れて千載集に入集 した 7首中 2首にあらわれ,花月百首においても

65お もひやる心にかすむうみ山もひとつになせる月のかけ哉
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80よ もの海なみもひとつにすむ月の影かたぶかぬ君か御代かな

以下愛用した表現で集中14例 を数える。

3は 古来評価の分れる歌で,八代集抄では師説として「此只秋の風といふ詞

古人称美し給へり。不破の関屋あれはて のゝちは只秋風はかりしてすむ人も

なくとふ人もなく物さひしき気色詞の外に余情かきりなし。板ひさしあれて

の ゝちはなとの詞つかひまて凡俗をはなれは云々」と述べ,美濃の家つとは

「此結句むかしよりめてあへる事なり。まことにめつ らかなるいひさまにて

めてたき方もあれとも,さ せる意もなきにいうならさる詞也。」と欠陥を指摘

し,褒貶の分れるところである。尾張の家荀は「此御歌唐詩の七言の落句の

しらべをおほしたるにてめつ らかにいとめてたし。いうならさる詞とは句か

らの非尋常なるをいはる なゝれと其非尋常なるを見ても必すおもほす所あり

てよませ給へるなる事はしからすや。」と弁護している。たしかに漢詩的句法

を思わせる単純化があり, 凡俗でない表現 といってよいが, 石田吉貞氏が

「省略に過ぎて思わせぶりな磨きの足 らぬ感じがないでもない。」(新古今集

全註解)と 評されるごとく完成された表現とはいいがたい面をもっており,

良経の代表作とするにはやや疑問なしとしない。しかし,俊成がこの歌に左

右点をつけたとするならば,(そ れは現存教家本を信ずるかぎり疑いのない

ことなのだが)俊成はこの歌の凡俗ならざる表現を称美しているわけである。

そしてこの 203の 歌に共通するものを求めるならば,複雑多様なものの単

純化・単一化であり,晩年の俊成の好尚は曲折微妙を尽した余情歌よりも単

一表現化した余情歌を求めたのではなかったかと思うのである。

おわりに調査の便宜を与え下さった橋本不美男,有吉保氏ならびに閲覧に際してお世話頂いた書陵部はじめ各

文庫・図書館・寺院の職員の方に御礼申し上げる。なお本稿は昭和48年 1月 20日 和歌文学会月例会に口頭発表

したものである。
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注 1 歌番号および初旬は古典文庫刊「秋篠月清集教家本」によって示す。

注2 諸本の歌の順序の異ったものも特にことわらなかった。

注 3 ◎は左右点を○は上句および下旬頭に合点のあることを示す。
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春
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花 月 百 首

二 夜 百 首

十 題 百 首

可 合 百 首

治 承 題 百 首

南 海 漁父 百首

西洞 隠士 百首

院 初 度 百 首

院第二 度 百首

老若研合五十首

句 題 五 十 首
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)内 は左右点数を示す。注


